
例　言

１．本書は、2013 年 10 月～ 2015 年９月の２年間、公益財団法人浦上食品・食文化振興財団から受けた研究助成
　　金による「古代の植物性食文化に関する考古学的研究」（研究代表者：小池伸彦）の成果報告書である。研究助
　　成金を交付いただいた公益財団法人浦上食品・食文化振興財団には、記して感謝申し上げる次第である。
２．本研究で調査対象としたのは、奈良文化財研究所所蔵の遺跡出土植物種実資料である。
３．本書に収録した写真は、巻頭図版１は『奈良文化財研究所紀要 2013』掲載のものを再録したが、その他は主に
　　吉田貴子が撮影し、青木麻佑花がこれを補佐した。
４．本報告書の執筆・編集は、小池伸彦の監修のもと芝康次郎がおこなった。


